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著者 大山昇一 他 

 

調査地域 埼玉県川口市、埼玉県鳩ヶ谷市 

 

調査時期 1996年 5～6月 

 

調査対象 小学生 

 

依頼数 29274人（川口市：26123人、鳩ヶ谷市：3151人） 

回収数（率） 25613人（87.5％） 

 

診断方法 川口医師会小児科部会で作成したもの 

 

有症率  鼻結膜炎：22.8％ 

 

男女有症率比 男：女＝1.35：1 

 

調査概要    川口市と鳩ヶ谷市の小学生のアレルギー疾患と大気汚染の関連を調査した 

  論文。約 44％が何らかのアレルギー疾患を有し、どのアレルギー疾患も大気 

  汚染との明確な関連が認められなかった。 


